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Relationships between dietary habits, food intake, 
health status and Resident status
in Women students of University

YOSHIOKA Yukiko, SAITO Saori

Abstract:
Women students of University experience various issues concerning eating habits, lifestyle and 
health status. Potential causes of such issues include changes in place of residence and 
environment upon entering university. The aim of the present study was to clarify the current 
place of residence and current QOL, eating habits, lifestyle and health status per type of 
residence. A self-administered questionnaire survey was conducted on 109 Women students of 
University in November 2011 regarding current state and changes in eating habits, lifestyle 
and health status.
The results revealed that 26（25.0%）Women students of University had commenced living 
alone upon entering university while 78（75.0%）students still lived with their family. 
Compared to those living with their family, many students who lived alone skipped breakfast 
and ate meals including all three meal components（staple food, main dish and side dish）≤ 1 
time per week.
These findings indicate that place of residence is one cause of changes in eating habits among 
Women students of University.
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緒言

　女子大学生は、食生活やライフスタイル、健康状
態に様々な問題を抱えている。特に食生活において
は、朝食欠食１）－４）、中食・外食頻度の増加５），６）、
食事時間の遅延７）－10）などの問題が、多数、報告さ
れている。このような問題は相互に関連しあい起こ
っていることが考えられる。これら関連は、食生活
面においての間食の頻度が高い者、欠食や外食が多
い者、生活が不規則であると意識している者の中に、
疲労自覚症状得点が多いこと、また、運動をしてい
るものは、していないものよりもエネルギー摂取量
が多い、との報告からも分かり、食生活、生活習慣
の乱れは、健康状態と関連していることもいわれて
いる11）－14）。さらに、食生活の乱れは、生活の不規
則につながるなど、生活習慣との関連もいわれてい
る15）。
　こうした問題の要因の１つに、大学入学による居
住形態や環境の変化があげられる。その変化は、食
生活、健康状態、ライフスタイルにも影響を及ぼし
ているという報告もある16）－18）。特に一人暮らしの
者は、自宅学生に比べ、朝食欠食が多い、疲労自覚
症状が多いなど良好でない19）－20）といった報告もさ
れている。また、その中でも、女子大学生は、将来
母親となり、家庭の食生活で大きな役割を担う可能

性が高く、その準備期とも考えられる。さらに女子
は不定愁訴や生理不順といった訴えも出現しやすい。
このため、女子について検討することは重要である
21）。
　そこで、本研究では、女子大学生の居住形態の現
状と居住形態別のQOL、食生活、ライフスタイル、
健康状態の実態について明らかにすることを目的と
する。このことから、女子大学生の現状に合わせた
効果的な栄養教育を検討していく基礎資料としたい。

方法

１．調査対象並びに時期
　調査対象者は、神奈川県内の女子大学に通う食物
系学科の２年生109名である。調査は、2008年11月
７日に実施した。有効回答数は105名、有効回答率
は96.3％であった。

２．調査方法
　集合法による自記式質問紙調査である。調査は、
著者が授業時間終了後に教室に行き実施した。その
際、インフォームド・コンセントとして、結果は本
研究の目的以外には使用しないこと、無記名で行い
個人が分かるような解析はしないことを説明の上、
協力を得られた女子大学生に実施した。
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３．調査内容（表１）
　調査内容は、本研究の枠組みに合わせ調査の枠組
みを作成した上で内容を位置づけた。調査の枠組み
は厚労省から出されている健康日本2122）に示され
ている評価の枠組みと足立の食生態学のアセスメン
ト・評価の枠組み23）を参考に作成した。女子大学
生に関すること、食物摂取に関すること、女子大学
生を取り巻く環境に関することの３つから構成した。
女子大学生の側面として、QOL、食生活、健康状
態、ライフスタイルに分類し、それぞれに現状と変
化をとらえた。QOLでは、食事の満足感、おいし
さ、楽しさの３項目から食のQOLをとらえた。食
生 活 で は、 行 動 科 学 理 論 のKAP/KABモ デ ル
（Knowledge、Attitude、Behavior）に基づき食知
識、食態度、食行動についてとらえた。さらに食行
動については作る、食べる、伝承するという食行動
理論からとらえた。食物摂取に関することは、食物
の階層構造に従がった。健康状態は、身体的特徴、
主観的健康感、疲労自覚症状を、ライフスタイルと
して居住形態をとらえた。

４．解析方法
　食のQOL得点に関して、食事の満足感、食事の
おいしさ、食事の楽しさを肯定的な回答から順に４，
３，２，１と配点しその合計点を食事のQOL得点と
した（12点満点、最低４点）。
　食物摂取頻度は、摂取率が高いほうから３，２，１，
０と配点し、得点化した。
　疲労自覚症状24）は、全24項目あり、それぞれ４項
目からなる６つの疲労尺度を構成し、疲労度の高い
ものから順に７，６，５，４，３，２，１と配点し、その
合計点を疲労自覚症状得点とした（満点を28点、最
低を４点）。
　居住形態別に違いがあるかを確認するために、各
項目にχ2検定、ｔ検定を行い、５％有意水準で有
意性を確認した。
　データの集計は、SPSS18.0J for Windowsを用
いた。

大項目 中項目 小項目

女
子
大
生

QOL 食のQOL 食事の満足感、おいしさ、楽しさ

食生活

食知識・食スキル

食態度 食事の重要度、食事を今後どうしたいか

食行動 作る、食べる

食生活の変化 変化の有無

食物摂取状況の変化
料理出現頻度の変化

食材出現頻度の変化

健康状態 身体的特徴、主観的健康感、疲労自覚症状

ライフスタイル 居住形態、アルバイト、部活・サークル状況

食
物
食材料レベル 食物摂取状況

料理レベル 主食・主菜・副菜の全て揃う頻度

環
境食環境

フードシステム

食情報

表１．本調査の枠組み
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43名（59.7％）であり、両群とも約半数が“一番
重要”と考えていることがわかった。また、食事
を“今後どうしたいか”との問いに対し、“今より
よくしたい”と答えた者は、一人暮らし23名
（88.5％）、自宅暮らし54名（69.2％）であった。 
両群ともに食事を重要と考えており、今後、今よ
りよくしたいと考えているものが多い傾向がみら
れた。
　食行動：食行動は食行動理論にならい作る行動、
食べる行動からとらえた。作る行動として料理を
作る頻度、食べる行動として食事摂食頻度、間食
摂食頻度、中食の利用頻度、朝・夕食開始時刻か
らとらえた。料理を作る頻度では“あなたは、普
段食事づくりをしていますか”との問いに対し、
“料理を作る”と答えた者が、一人暮らしが22名
（84.6％）、自宅暮らし44名（56.4％）に比べ、有
意に高かった（p＜0.05）。食事摂食頻度では、
“あなたは、朝食を食べますか”との問いに対し、
“欠食あり”と答えた者が、一人暮らしが19名
（73.1％）、自宅暮らし19名（24.4％）に比べ、有
意に多かった（p＜0.05）。昼食摂食頻度では、一
人暮らし５名（19.2％）、自宅暮らし８名（10.3
％）と欠食する者がいた。夕食摂食頻度では、
“欠食あり”が、一人暮らし４名（15.4％）、自宅
暮らし７名（9.0％）であった。昼食、夕食にお
いても欠食をしている者がいることが分かった。
間食摂食頻度では、“あなたは、普段、間食をす
ることがありますか”との問いに対し、間食を

結果

１．女子大学生の居住形態の現状（表２）
　女子大学生の居住形態は、大学入学後に一人暮ら
しを始めた者は26名（25.0％）、自宅暮らしの者は
78名（75.0％）であった。

２．居住形態別のQOL、食生活、ライフスタイル、
健康状態の実態
　１）居住形態別のQOL、食生活の現状（表３）

　QOL：QOLとして、食のQOLをとらえた。食
のQOLは、食事の満足感、食事のおいしさ、食
事の楽しさの３つからなる満点が12点の食の
QOL得点からとらえた。食のQOL得点は一人暮
らし9.0±1.326、自宅暮らし10.1±1.275であった。
一人暮らしは、自宅暮らしよりも食のQOL得点
が有意に低いことが確認された（p＜0.05）。
　食知識、技術：食事づくりの知識・技術は、
“あなたは、普段食事づくりに困らないだけの知
識と技術があると思いますか”との問いに対し、
“ある”と答えた者が、一人暮らし13名（50.0％）、
自宅暮らし33名（42.3％）であった。両群とも半
数近くのものが“ある”と答えていた。
　食態度：食態度は、食事の重要度、食事を今後
どうしたいかの２つからとらえた。食事の重要度
は、“食生活は、あなたの生活にとってどのくら
い重要ですか”との問いに対し、“一番重要”と答
えた者が一人暮らし12名（48.0％）、自宅暮らし

一人暮らし 自宅暮らし 計

女子大学生 26（25.0） 78（75.0） 104（100.0）

� 人（%）

表２．女子大学生の居住形態の現状
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表３．居住形態別の食のQOLと食知識、食態度、食行動

　　　　項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居住形態 一人暮らし群
（n=26）

自宅暮らし群
（n=78）

計
（n=104） 有意差

　　１）
食
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

食事の満足感 2.31± 0.736 2.87± 0.611 ※
食事のおいしさ 3.31± 0.471 3.69± 0.492 ※
食事の楽しさ 3.38± 0.637 3.54± 0.574 ※
食のQOL3） 9± 1.326 10.1± 1.275 ※

食知識4）食事づくり知識・技術 ある 13 （50.0） 33 （42.3） 46 （44.2）
ない 13 （50.0） 45 （57.7） 58 （55.8）

　　4）
食
態
度

食事の重要度 一番重要 12 （48.0） 43 （59.7） 55 （56.7）
重要だが、他にもっと重要なことがある 13 （52.0） 28 （38.9） 41 （42.3）
重要でない 0 　0.0 1 （1.4） 1 （1.0）

食事を今後どうしたいか 今よりよくしたい 23 （88.5） 54 （69.2） 77 （74.0）
今のままでよい 2 （7.7） 14 （17.9） 16 （15.4）
特に考えていない 1 （3.8） 10 （12.8） 11 （10.6）

食
行
動

料理作り頻度 料理する 22 （84.6） 44 （56.4） 66 （63.5）
＊

ほとんどしない 4 （15.4） 34 （43.6） 38 （36.5）
朝食摂取頻度 ほとんど毎日食べる 7 （26.9） 59 （75.6） 66 （63.5）

＊
欠食あり 19 （73.1） 19 （24.4） 38 （36.5）

昼食摂取頻度 ほとんど毎日食べる 21 （80.8） 70 （89.7） 91 （87.5）
欠食あり 5 （19.2） 8 （10.3） 13 （12.5）

夕食摂取頻度 ほとんど毎日食べる 22 （84.6） 71 （91.0） 93 （89.4）
欠食あり 4 （15.4） 7 （9.0） 11 （10.6）

中食利用頻度 ほとんどない 8 （30.8） 17 （21.8） 25 （24.0）
週に何日か 18 （69.2） 57 （73.1） 75 （72.1）
毎日 0 　0.0 4 （5.1） 4 （3.8）

外食頻度 ほとんどない 5 （19.2） 22 （28.2） 27 （26.0）
週に何日か 20 （76.9） 54 （69.2） 74 （71.2）
毎日 1 （3.8） 2 （2.6） 3 （2.9）

間食頻度 ほとんどない 1 （3.8） 6 （7.7） 7 （6.7）
週に何日か 21 （80.8） 47 （60.3） 68 （65.4）
毎日 4 （15.4） 25 （32.1） 29 （27.9）

朝食を食べる時間 6時前 0 　0.0 3 （3.8） 3 （2.9）

＊
6時台 2 （8.3） 19 （24.4） 21 （20.6）
7時台 12 （50.0） 49 （62.8） 61 （59.8）
8時台 10 （41.7） 7 （9.0） 17 （16.7）

昼食を食べる時間 11時台 1 （3.8） 1 （1.3） 2 （1.9）
12時台 23 （88.5） 74 （94.9） 97 （93.3）
13 時台 2 （7.7） 2 （2.6） 4 （3.8）
14時以降 0 　0.0 1 （1.3） 1 （1.0）

夕食を食べる時間 19時前 4 （15.4） 4 （5.3） 8 （7.8）
19時台 13 （50.0） 34 （44.7） 47 （46.1）
20 時台 7 （26.9） 20 （26.3） 27 （26.5）
21 時台 0 　0.0 14 （18.4） 14 （13.7）
22 時以降 2 （7.7） 4 （5.3） 6 （5.9）

1）平均値±SD，t 検定　2）※：p<0.05　
3）食事の満足感、食事のおいしさ、食事の楽しさを肯定的な回答から順に 4,3,2,1 と配点し（とても満足 /おいしい /楽しい 4点、まあ
まあ満足 /おいしい /楽しい 3点、あまり満足でない /おいしくない /楽しくない 2点、満足でない /おいしくない /楽しくない１点）、
その合計点を食事のQOL得点とした（12点満点、最低 4点）
4）数値：人（%），χ2検定　5）＊：p<0.05　6）項目により n数が異なる
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％）、自宅暮らし34名（44.7％）であった。しか
し“22時以降”と答えた者も一人暮らし群に１割
近くみられた。
　すなわち、一人暮らしの者は自宅暮らしに比べ、
食のQOLが低く、朝食に欠食をする者が多く、
良好でない現状がみられた。しかし、食知識、食
態度は一人暮らし、自宅暮らしの者どちらも高か
った。

　２）居住形態別の食物摂取状況（表４）
　食物摂取状況では、食物の階層構造から１食ご
との料理の組み合わせレベル、食材料レベルの摂
取状況をとらえた。

“週に何日か”するものが両群ともに多く、一人
暮らし21名（80.8％）、自宅暮らし47名（60.3％）
であった。中食の利用頻度では、“あなたは、普
段、出来合いの惣菜やお弁当をよく食べますか”
との問いに対し、“週に何日か食べる”と答えた
者が、一人暮らし18名（69.2％）、自宅暮らし57
名（73.1％）であった。食事開始時刻では、“あ
なたのふだんの朝食開始時刻は何時ごろですか”
との問いに対し、“ ７時台”と答えた者が両群と
も多く、一人暮らし12名（50.0％）、自宅暮らし
49名（62.8％）であった。同様に、夕食では“19
時台”と答えた者が多く、一人暮らし13名（50.0

表４．居住形態別食物摂取状況

居住形態　 一人暮らし群
（n=26）

自宅暮らし群
（n=78）

計
（n=104） 有意差

食
材
　　　1）

ごはん 3.2 ± 0.863 3.7 ± 0.546 ＊

パン 2.2 ± 1.167 2.5 ± 1.033 

みそ汁 1.6 ± 0.578 2.4 ± 1.103 ＊

肉 2.6 ± 0.852 3.0 ± 0.763 

魚 1.3 ± 0.549 2.3 ± 0.634 ＊

卵 2.2 ± 0.784 3.0 ± 1.057 ＊

大豆・大豆製品 1.9 ± 0.967 2.3 ± 0.856 ＊

牛乳・乳製品 2.7 ± 1.116 2.9 ± 1.123 

緑黄色野菜 2.4 ± 0.857 2.8 ± 0.869 

その他の野菜 2.6 ± 0.752 3.1 ± 0.849 ＊

いも類 1.6 ± 0.504 2.3 ± 0.781 ＊

くだもの 2.0 ± 1.058 2.5 ± 1.180 

加工食品 2.3 ± 1.116 2.7 ± 0.949 ＊

料
理
　　　2）

朝食に主食・主菜・副菜が
全て揃う頻度

週に 5－ 7回 0 　0.0 13 （16.9） 13 （12.7）

＊週に 2－ 4回 4 （16.0） 21 （27.3） 25 （24.5）

週に 1回以下 21 （84.0） 43 （55.8） 64 （62.7）

昼食に主食・主菜・副菜が
全て揃う頻度

週に 5－ 7回 3 （12.0） 38 （48.7） 41 （39.8）

＊週に 2－ 4回 12 （48.0） 31 （39.7） 43 （41.7）

週に 1回以下 10 （40.0） 9 （11.5） 19 （18.4）

夕食に主食・主菜・副菜が
全て揃う頻度

週に 5－ 7回 7 （28.0） 55 （71.4） 62 （60.8）

＊週に 2－ 4回 12 （48.0） 20 （26.0） 32 （31.4）

週に 1回以下 6 （24.0） 2 （2.6） 8 （7.8）

1）平均値±SD，t 検定　※：p<0.05
2）人（%）、χ2検定　＊：p<0.05
3）項目により n数が異なる
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緑黄色野菜、その他の野菜、加工食品であり、こ
れらすべての項目で一人暮らしが自宅暮らしに比
べ有意に低くなっていた。食材料レベルにおいて
も一人暮らしの者は自宅暮らしの者に比べ、各食
材の出現頻度が低く、偏りがあることが分かった。
　これらのことから、一人暮らしの者は自宅暮ら
しの者に比べ、１回の食事の内容に料理レベル、
食材料レベルともに偏りがある、すなわちあまり
良好でないことが分かった。
　こうした現状が大学入学前との違いがあるのか
を明らかにするために、居住形態別に食生活、食
物摂取状況の変化についてとらえた。

２．居住形態別の食生活・食物摂取状況の変化
　１）居住形態別の食生活の変化の有無（表５）

　居住形態によって食生活が変化したかを問うた
ところ、“変化あり”と答えたものが一人暮らし
では25名（96.2％）、自宅暮らしでは50名（64.1
％）であり、一人暮らしの者に変化をしている者
が有意に多くいた（p＜0.05）。

　料理レベルは食事ごとの主食・主菜・副菜の３
種全て揃う頻度からとらえた。朝食では、３種す
べて揃う頻度が“週１回以下”と答えた者が、一
人暮らしでは21名（84.0％）、自宅暮らし43名
（55.8％）と、一人暮らしが有意に多かった（p
＜0.05）。昼食では、３種すべて揃う頻度が“週１
回以下”が、一人暮らし10名（40.0％）、自宅暮ら
し９名（11.5％）と、一人暮らしが有意に多かっ
た（p＜0.05）。夕食に主食・主菜・副菜の全てそ
ろう頻度では、３種全てそろう頻度が“週１回以
下”と答えたものが、一人暮らし６名（24.0％）、
自宅暮らし２名（2.6％）と、一人暮らしが有意
に多かった（p＜0.05）。これらのことから、料理
レベルにおいて、一人暮らしは自宅暮らしに比べ、
料理の出現頻度が低く、１食の食事内容において
良好でないことが分かった。
　次に食材料レベルでもごはん、パン、みそ汁、
肉、魚、卵、大豆・大豆製品、牛乳・乳製品、緑
黄色野菜、その他の野菜、いも類、果物、加工食
品からとらえた。このうち、有意差の見られたも
のはごはん、みそ汁、魚、卵、大豆・大豆製品、

一人暮らし
（n=26）

自宅暮らし
（n=78）

計
（n=104） 有意差

変化あり 25（96.2） 50（64.1） 75（72.1）
＊

変化なし 1 （3.8） 28 （35.9） 29 （27.9）

1）χ2 検定　＊：p<0.05　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（%）

表５．女子大学生の居住形態と食生活の変化の有無
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て揃う頻度は、朝食、昼食、夕食の全てにおいて
揃う頻度が“減った”と答えた者が、一人暮らし
の者は自宅暮らしに比べ、有意に多くみられた。
食材料レベルでは、ごはん、パン、みそ汁、肉、

　２）居住形態別の食物摂取状況の変化（表６）
　食生活に変化のあったものに対し、食物摂取状
況がどのように変化したかを居住形態別にとらえ
た。まず料理レベルでは、主食・主菜・副菜の全

一人暮らし
（n=25）

自宅暮らし
（n=49）

計
（n=74） 有意差

変
化

食
材

ごはん
減った 	 8（32.0） 10（20.4） 18（24.3）
変わらない 12（48.0） 23（46.9） 35（47.3）
増えた 5（20.0） 16（32.7） 21（28.4）

パン
減った 6（24.0） 16（32.7） 22（29.7）

＊変わらない 6（24.0） 20（40.8） 26（35.1）
増えた 13（52.0） 13（26.5） 26（35.1）

みそ汁
減った 21（84.0） 13（27.1） 34（46.6）

＊変わらない 3（12.0） 28（58.3） 31（42.5）
増えた 	 1	 （4.0） 7（14.6） 8（11.0）

肉
減った 10（40.0） 5（10.2） 15（20.3）

＊変わらない 8（32.0） 32（65.3） 40（54.1）
増えた 	 7（28.0） 12（24.5） 19（25.7）

魚
減った 23（92.0） 5（10.4） 28（38.4）

＊変わらない 	 2	 （8.0） 31（64.6） 33（45.2）
増えた 	 0	 （0.0） 12（25.0） 12（16.4）

卵
減った 10（40.0）	 4	 （8.2） 14（18.9）

＊変わらない 12（48.0） 38（77.6） 50（67.6）
増えた 3（12.0） 7（14.3） 10（13.5）

大豆・大豆製品
減った 14（56.0） 7（14.3） 21（28.4）

＊変わらない 6（24.0） 33（67.3） 39（52.7）
増えた 5（20.0） 9（18.4） 14（18.9）

牛乳・乳製品
減った 7（28.0） 5（10.2） 12（16.2）

＊変わらない 10（40.0） 36（73.5） 46（62.2）
増えた 8（32.0） 8（16.3） 16（21.6）

緑黄色野菜
減った 17（68.0） 8（16.3） 25（33.8）

＊変わらない 6（24.0） 20（40.8） 26（35.1）
増えた 	 2	 （8.0） 21（42.9） 23（31.1）

その他の野菜
減った 15（60.0） 8（16.3） 23（31.1）

＊変わらない 7（28.0） 23（46.9） 30（40.5）
増えた 3（12.0） 18（36.7） 21（28.4）

いも類
減った 20（80.0） 8（16.7） 28（38.4）

＊変わらない 4（16.0） 35（72.9） 39（53.4）
増えた 	 1	 （4.0） 5（10.4）	 6	 （8.2）

果物
減った 18（75.0） 8（16.7） 26（36.1）

＊変わらない 4（16.7） 27（56.3） 31（43.1）
増えた 	 2	 （8.3） 13（27.1） 15（20.8）

加工食品
減った 5（20.0） 11（22.9） 16（21.9）
変わらない 6（24.0） 20（41.7） 26（35.6）
増えた 14（56.0） 17（35.4） 31（42.5）

料
理

朝食に主食・主菜・副菜が全て揃う
頻度の変化

減った 21（87.5） 18（36.7） 39（53.4）
＊変わらない 	 2	 （8.3） 20（40.8） 22（30.1）

増えた 	 1	 （4.2） 11（22.4） 12（16.4）
昼食に主食・主菜・副菜が全て揃う
頻度の変化

減った 19（79.2） 12（24.5） 31（42.5）
＊変わらない 4（16.7） 26（53.1） 30（41.1）

増えた 	 1	 （4.2） 11（22.4） 12（16.4）
夕食に主食・主菜・副菜が全て揃う
頻度の変化

減った 18（75.0） 12（24.5） 30（41.1）
＊変わらない 	 2	 （8.3） 24（49.0） 26（35.5）

増えた 4（16.7） 13（26.5） 17（23.3）

食
事

ごはんの食べる回数の変化
減った 8（32.0） 10（20.4） 18（24.3）
変わらない 12（48.0） 23（46.9） 35（47.3）
増えた 5（20.0） 16（32.7） 21（28.4）

料理数の変化
減った 20（80.0） 12（24.0） 32（42.7）

＊変わらない 4（16.0） 22（44.0） 26（34.7）
増えた 	 1	 （4.0） 16（32.0） 17（22.7）

料理の種類数の変化
減った 19（76.0） 10（20.0） 29（38.7）
変わらない 4（16.0） 24（48.0） 28（37.3）
増えた 	 2	 （8.0） 16（32.0） 18（24.0）

食事の量の変化
減った 10（40.0） 13（28.0） 23（30.7）
変わらない 11（44.0） 20（40.0） 31（41.3）
増えた 4（16.0） 17（34.0） 21（28.0）

1）χ2 検定　*：p<0.05
2）項目により n数が異なる

人（％）

表６．居住形態別の食物面の変化
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女子大学生の居住形態と食生活、食物摂取状況、健康状態との関連（吉岡・齋藤）

４．�居住形態別のライフスタイル、健康状態の現状
（表７）

　ライフスタイルでは部活・サークル状況、アルバ
イト状況を聞いた。一人暮らし、自宅暮らしともに
有意差は見られなかったが、全体に部活・サークル
状況ではしていないものが多く、アルバイトはして
いる者が半数以上であった。
　健康状態は、身体的特徴、主観的健康感、疲労自
覚症状からとらえた。身体的特徴の身長、体重では、
有意差はみられなかった。主観的健康感では、“あ
なたは、健康だと思いますか”との問いに対し、
“健康”と感じている者が、一人暮らしが18名（69.2
％）、自宅暮らし70名（90.9％）に比べ、有意に少
なかった。疲労自覚症状は、注意集中力困難、活力
低下、意欲低下、ねむけ、だるさ、身体違和感の６
つの尺度で構成されている。各項目満点は28点であ
る。疲労自覚症状では、有意差は見られなかったも

魚、卵、大豆・大豆製品、牛乳・乳製品、緑黄色
野菜、その他の野菜、いも類、果物、加工食品の
食べる量の変化をとらえた。パン、みそ汁、肉、
魚、卵、大豆・大豆製品、牛乳・乳製品、緑黄色
野菜、その他の野菜、いも類、果物において、食
べる量が“減った”と答えた者が、一人暮らしは
自宅暮らしに比べ、有意に多くいた。また、一人
暮らしのものが食べることが増えた食材としてパ
ンと答えたものが多くおり、13名（52.0％）であ
った。加工食品については“増えた”と答えたも
のが一人暮らしの者が自宅暮らしに比べ多い傾向
であった。
　すなわち、一人暮らしの者では大学入学前と比
べ、食生活が変化し、食物の摂取状況では、１回
の食事内容に主食・主菜・副菜の全て揃う頻度が
減り、食材を食べる頻度が減るなど、良好とは言
い難い変化をしていることが分かった。

　項目　　　　　　　　　　　　　
居住形態 一人暮らし群

（n=26）
自宅暮らし群
（n=78）

計
（n=104） 有意差

部活・サークル状況
入っている 6（23.1） 31（39.7） 37（35.6）
入っていない 20（76.9） 47（60.3） 67（64.4）

アルバイト状況
している 17（65.4） 60（76.9） 77（74.0）
していない 9（34.6） 18（23.1） 27（26.0）

起床時刻
６時以前 4（15.4） 42（53.8） 46（44.2） ＊
７時以降 22（84.6） 36（46.2） 58（55.8）

睡眠時間
６時間以下 12（46.2） 53（67.9） 65（62.5） ＊
７時間以上 14（53.8） 25（32.1） 39（37.5）

身体状況 1） 身長 160.6 ± 5.593 158.6 ± 5.624 
体重 54.6 ± 11.066 51.9 ± 7.003 

主観的健康感 2） 健康 18 （69.2） 70 （90.9） 88 （85.4）
＊

健康でない 8 （30.8） 7 （9.1） 15 （14.6）

疲労自覚症状 3）

注意集中力困難 18.7 ± 5.258 16.9 ± 5.140 
だるさ 13.2 ± 6.987 12.9 ± 5.891
意欲低下 12.5 ± 6.981 12.1 ± 5.837
活力低下 16.0 ± 6.409 13.9 ± 5.502
ねむけ 20.5 ± 5.339 20.1 ± 4.470 
身体違和感 17.6 ± 7.066 16.4 ± 5.947

1）平均値±SD，t 検定　※：p<0.05　
2）χ2 検定　*：p<0.05
3）平均値± SD,t 検定　※：p：<0.05  疲労自覚症状は、全 24項目あり、それぞれ 4項目からなる 6つの疲労尺度を構成し、疲
労度の高いものから順に 7,6,5,4,3,2,1 と配点し、その合計点を疲労自覚症状得点とした。（満点を 28点、最低を 4点）。
4）項目により n数が異なる

表７．居住形態別のライフスタイル、健康状態
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から、食生活、健康状態、ライフスタイルが良好で
なくなるということがいわれており27）－29）、本研究
でも同様の傾向が得られた。しかし、自宅暮らしに
おいても半数以上のものが“変化あり”と答えてお
り、居住形態が変化していなくても何らかの変化が
あることが考えられる。このため、自宅暮らしにお
いても、変化の有無と内容を確認していく必要があ
ると考える。
３）居住形態別の特徴について
　居住形態別に食生活、食物摂取状況、ライフスタ
イル、健康状態において、食生活、食物摂取状況が
一人暮らしの者が自宅暮らしの者よりも良好でない
ということが分かった。この現状は、大学入学前に
比べ、食生活が変化し良好でなくなったということ
が分かった。このことから、居住形態が食生活の変
化を起こす要因の１つであることが考えられた。こ
のため、女子大学生の効果的な栄養教育を考える上
で、居住形態という要因も含めて考えていく必要が
あると考える。
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のの、注意集中力困難、だるさ、活力低下、身体違
和感において、一人暮らしの者が自宅暮らしに比べ
疲労自覚症状得点が高い傾向がみられた。
　以上のことから、一人暮らしの者は自宅暮らしの
者に比べ、食生活、食物摂取状況が良好でなく、大
学入学前と比べ食物摂取状況は良好でなくなってい
た。健康状態も健康と感じているものが少ないこと
が分かった。

考察

１）本研究の対象者について
　本研究の対象者は、朝食欠食25）において、他の
研究の女子大学生と同様の傾向が得られた。内閣府
食育推進室の調査の大学生では“ほとんど毎日食べ
る”が61.1％であったのに対し、本研究の対象者は、
63.5％と近い値であった。このため、本研究の女子
大学生は一般的な女子大学生であると考えられる。
しかし、今回、食物系学科の大学生であったことか
ら、他学科の学生よりも食知識、食態度が高いこと
が考えられる。そして女子に限らず大学生男子は、
女子に比べ食生活が良好でないとの報告がされてい
る26）。従って今後は、食物系学科の学生だけでなく、
他学科の学生や男子学生についても検討が必要であ
ると考える。
２）居住形態別の食生活の変化について
　居住形態別に食生活の現状、変化をとらえた。食
生活、食物面において一人暮らしの者は自宅暮らし
の者に比べ良好でない結果が得られた。特に一人暮
らしの者では、主食・主菜・副菜の全て揃う頻度が
低く、食材料レベルにおいても、主菜の主材料にな
るもの、副菜の主材料になるものの食べる回数が少
ないものが多くなっていた。このことから、栄養素
レベルにおいてはさらに両者の間に差があり偏りが
あることが考えられる。また、食物摂取状況の変化
は、変化を頻度の増減でとらえたため、実際の変化
の内容については分からなかった。今後、変化の内
容や変化が起こってしまう要因についても明らかに
していく必要があると考える。
　さらに、大学入学後、食生活に変化があるものが
多く、その変化は良好でなくなっていた。他の研究
においても、大学入学による居住形態や環境の変化
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